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■ 特集 コロナ災害とジェンダー（２） 

長引く自粛・休業は、食事を一日 1回に制限するなど、憲法で保障された 

生存権さえ脅かしています。非常事態こそ人間の尊厳が侵されることのない 

政策が求められています。コロナ災害に真正面から向かい合い、新たなシス 

テムを展望するためシリーズ 2回目をお届けします。 
 

・コロナ緊急事態宣言と憲法改正                 ２ 

コロナ危機、いのちよりも憲法改正を優先し、支持率ばかりを気にして方 

針転換など混乱する安倍首相。憲法改正に先立つ国民投票法の危険性について 

福島瑞穂さんからの訴えです。  
    

・見えない被害 

－新型コロナウイルスのパンデミックが女性たちにもたらしたもの    ３ 

コロナ災害のきびしいなか、「国際家族計画連盟」（IPPF）のアジア25か国 

で、見えない被害を見える化し、性と生殖に関する健康と権利を守るための 

活動の展開について、マレーシアに活動拠点をおく福田友子さんからのレポー 

トです。 
 
・いのちを包摂する社会システムをめざして……          ４ 

30年以上ケアワーカーとして現場を生きてこられた白崎朝子さんのコロナ 

禍で苦しむ介護現場の実態、高齢者ホームの集団感染などの現場の取材報告と、 

介護現場のいのちによりそう「希望の会」の発足や、著書の紹介です。 
 

・非常時こそ正しい情報、冷静な行動を 

～ 新型コロナウイルス講座を開催して           ６ 
  自分のいのちを守るためには正しい情報を得ることと、自ら「医学の知識 

講座」をオンラインで主宰する日吉郁美さんの新型コロナウイルス感染に関 

する貴重な情報提供です。 
 

＊ 内閣府・厚生労働省へ要望書提出：「男女共同参画の視点に立った  

新型コロナウイルス対策推進の強化を求める要望書」  ７ 
   

■「北京＋25」シリーズ⑤ 地域からの発信 

1995年北京女性会議 あれから 25年－沖縄はどう変わったか   ９ 

北京会議直後に沖縄米軍基地で起こった少女強姦事件。あれからも米兵に 

よる性暴力事件は起こり続け、爆音が昼夜を問わず沖縄の人々のくらしやいのち 

を脅かしています。狩俣信子さんによる北京から 25年の沖縄の現状について 

の報告です。 
 

■「書面表決の総会のお知らせ」ほか                 １０ 
 

 


